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明治 〜 昭和初期に お け る九州 の 水稲田植期 の 動 き

（1）
一

般 的 考 察

九 州 に お け る 近世代 の 稲 作技術史 （第 31報 ）

嵐 嘉

　本報 は，近世代 に お け る九 州 の 水稲作季の変遷 に 関す

る 研究 の なか で ， 明治期 よ り昭和初期 に 及ぷ 田植期 の 移

動 に つ い て 概説 した もの で あ る 。 こ の 期闘 は ， 品種 の 動

きの 上 か ら見 る と，早中稲の 著 しい 後退 と と もに，晩稲

の 進出が 目覚 し く， 田植期もこ れ と並行 して 引下げが見

られ た 。 そ の 中，大正後半期〜昭 和初期 は こ の 変化 の と

くに 著 しい 時期 で あ っ た とい え よ う。こ う し た作季 の 変

化 は ， ま た 九 州や 南海地方 で 大害を与 え て い た諸害虫
一

と くに 3 化螟虫 な ど一
の 発生消長 と もきわめ て 密接な関

連 を持 っ て い た とい え る の で あ る 。

　作季の 移動 に 関 す る 問題 は ， 暖地 に お け ろ 稲作技術史

の 中で はきわめ て重 要 で あ る に拘 らず ， 従来 こ れ に 関 し

て は あま り深 く追求 され る こ とが なか っ た。著 者 は こ の

作 季 の 変動 こ そ 他 の 多 くの 稲作技術の 動 きに 対 し至 大 の

相関的 な影響 を及 ぼ した もの で あ っ た と考 え ，
こ こ に ，

本 テ
ー

マ の 立地学的解析 を試み ようと した。

　な お ，本報 は，藩政期以降に お け る九 州及 び爾海地方

の 水稲作季の 変遷史 の 1 部をなす もの で，すで に九 州 に

お け る各地 域 にっ い て の 個 々 の 取 まと め を大半完了 し，

近 くそ の 総説 に つ い て と りま と め を行 な う予定 で あ る。

第 1 表

木報 は，い わ ば その 1 部 の 要約 で あ る と もい え よ う。

　本研究 の 遂行 に は ， 日本農業研究所 の H琳口《5年度委托

研究費 に 負う処が 大 で あ る こ と を銘記 し，同所 に対 し深

甚 な る 謝 意 を表 わ す。

f． 品種 の 早 晩性と田植期との 関係

　本 論 に 入 る前 に ，
こ れ と密接 な関連を持 つ 標記の テ ー

マ に つ い て 概 説 して お く。

　古来 ， 水稲品種の 早晩性 とそ れ ら に 対応する 閏植期の

早晩 との 聞 に は きわ め て 密接 な生 態的関係 の 存在す る こ

とが 認 め られ て お り， 実際栽培 に お い て も早稲
一

早植，

中稲
一

中植 （やや 早植），　晩稲一晩 値の 問 ぽ そ れ ぞ れ 密

に 結 ば れ て 来 た場合が 多か っ た。こ こ で 用 い た早植 ， 巾

植，晩植 の 語 は もちろ ん相対的な表現で ， 晩植 とい っ て

も概 ね現今 の 普通 期植 を指す場合が多い 。現在 の 普通期

植 よ り晩 れ る 場 含 は 晩 期 栽 培 と呼 ん で お く。本報 で は 以

下 こ れ に準ず る。

　今 ， 九州各県農試に お け る 過 去 の 豊凶考照試験成績
1）

を整理 し た両者 間 の 関 係 を示 せ ば，第 1 表及 び こ れ を図

示 した第 1 図の よ うで あ る 。 こ の 豊 凶 考 照試 験 は長 い 年

田 植 期 　 　 6月10日

凪 種 の 早 晩 と 田 植 期 と の 関 係 （豊 凶 考 照 試 験 ）
D

　　　6 月 18，19日　　　　 6 月25 日 　　　　　 6 月 末 7 月 4 日

　　早　　生
北

　 　 中　 　 生
九
　　晩　　生

州
　 　 試 験 地

石 ％ 　 　 　 石 　 　 　 　 ％
　 　 　 2．25　　 　 88

　 　 　 2．60　　 102
　 　 　 2．55　 　　 100

　　　　 長　　崎

石
2．232

．382

．69

　 大

　 ％ 　 　 　 石
　 83　　 　 2．10

　 88　　 　 2．38

100　　 　 2．61

分 　　　　　福

　 ％　　 君　　　 ％
　 80　　　　　ユ．97　　　　　74

　 91　　　　 2．38　　　　 89

100　　　　　2，67　　　　100

岡　　　　　長　　崎

　　早 生 2．30101

南　　申　　　　生 　　　　2．36　　　　103

　　晩 生 2．28100

　　試 験 地 　　　宮 　　崎
九

1．85　 　　 81

2，12　　 　 93

2．28　 　 100

　富　　崎

生

生

生

地

　

　

　

験

早

申

晩

試

　

　

州

2．54　 　 　 90

2，81　　　 99
2．83　 　 100

　鹿 児 島

（傭 考 ）各 県 農 試 に つ き，田植 期 の 等 し い 年 次 の 成績 を 平均 し た。

昭 和 46年 1 月 30日　第44回講演会 で 発表
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乙
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月

10 20 30 　　 　　 　 10
　

　 　 　 7

りに ， 晩植 して もか な りの 限界 まで は減収率が 少 ない の

で あ る。

　 こ の よ うな両者問の 生態的関係 は恐 らく古 くか ら経験

的 に よ く知 られ て お り，そ れ が慣 行 的 に両 者 聞の 緊 密 な

結 合 とな っ て い た の で あ ろ う と思 う。こ の 結 合の 破 れ た

形 は 間もな く消滅す る ケ
ー

ス が 多か っ た よ うだ 。 早中稲

が 多く， む しろ晩稲 の 少 な か っ た 明治 17〜21年の 九州各

県 の 平 均 成 績
3♪

で も，第 3 表 の よ うに，早中晩 稲問で の

　第 3 表

県　別

明治 前 期 で の 熟期 別 水稲 反 当 収量 3｝

　 　 　 　 　 　 6

　　，D 　　　　 綾

品 種 の 早晩生 と田植期 と の 関係
1｝

、甲　生 　　中　 生 晩　生

　石
1．551
．61

ユ，B
ユ．370

．90

平　均

第 1 図

次 の 間で 作季 に変動 が 見 られ るの で ，同
一

作季の 年次閥

ご との平均数字で見る こ と と した 。 九州 で は どの 地方で

も， 早植 の 場合は 品種の 早晩生 に よる収量差 が 比較的小

さい の に 対 し， 田植期が 晩 れ る に 従い ，晩稲 に 対 し て 早

稲 の 減収率 が 大 きくな り， 巾稲に つ い て もか なり大 き

い 。 佐賀平野 に お け る 2期作時代 と，大 正 12年以降 の 田

植期引下げ後 に つ い て ， 佐賀農 試 豊 凶考 照 試 験 の 早中晩

稲 の 成績 を比 較 した第 2表 2 〕
に つ い て も上述 と全 く同

一

の 事実 が 見 られ る。この よ うに，早稲は晩植適応性 が 低

い の に対 し， 晩稲は 早植 して もあ ま り増収 を示 さな い 代

第 2 表

岡

賀

崎

分

島

　

　

　

　

児

福

佐

長

大

甥

右
．
　　 石

1．52　　　　　1．57
1．49　　　　　1，56

1，08　　　　　工，15

1．44　　　　　1．50　．

0．86　　　  ．9ユ

石
1．551
．551

，131
．450

．90

平　　lbJ　　　　1．28

同　比 （％ ）　 98

1．34

ユ02

ユ．311tOO 1．32

品 種 の 早 晩 と作季 と の 関係 （佐賀農試）
2）

　 播種期　 田 植 期　反 収　比 率 　 備 　考

（備 考） 明 治 17〜 21年平均

試 験

期 間
熟 期別

反収差 は あ ま り大 き くは なか っ た。こ れ は 当時品種の 早

晩生 に よ っ て 田 植 期 が そ れ ぞ れ異な っ て い たか らで あ

る 。 以 後 に 述 べ よ うとす る田植期の 変遷 に は こ の よ うな

品種 の早晩生 との 関係を基調 に お い て 考 え る こ と と した

い o

生

生

生

早

中

晩

4
　
2

ヨ治
〜
正

明

大

月 日　 月 H 　 石 　 　％
4．14　　　5．25

5，10　　　6．20
5．25　 　 7．2

2．54　 91

2… 嘱
期

窪
2．80　 ユ00

2．03　 61
　　　　　 1 期 作2．84　 85
　　　　　 統

一
時代

3．35　 100

2．　 明治〜昭和初期 に お ける田植 期の 動 き

29a18205〜く
生

生

生

早

中

晩

2
　

3

エ
　

　
ユ

正

〜
和

大

昭

第 4 表　　田植期 の 郡市別変異並 び に 品種作付割合
sn

　本考察 に は ， 明治 21年 3＞，同44年
4 ），昭 和 4 年

5），同

8 年
6）

， の 資料に よ っ ．た。 そ れ ら をま と め た の が 第 4 〜

9 表で あ り，さ らに そ れ らを 1図 に整理 した の が第2 図

で あ る。な お，こ の 中，明治21年分 にっ い て は ， 九 州全

県 に わた りその 地域差 を も含 め て ，すで に 詳 し く発表 し

て あ る の で
7）8）

r そ れをも参照 され た い 。

　　　　　　　　
一

明治21年

田 植 期

県

「

−
ー

6

…
55

一
4宀

一
　

3
「

2

44月

旬半

6
品 　種　作 　付 　％

　 　 　 　 　 　 　 　 1
2　 3　 4　 5　 6 早 生 　 　 中 生 　 　晩 生

児

、
福

佐

長

熊

大

宮

鹿

岡

賀

崎

本

分

崎

島 1

3

12

3

1

　　1　 6il5

1　　 i3
　　　 2i4

　 　 　 　1i4

　 　 　 4i4

　 　 　 3i3

1　 3　 1 ： ］5

11

°

0436

つ

ー

4

12 ．

916

14

ユ1

635248

｝

59
一

39

2539

．

36

27

50

計 夊 は 平 均 1 3 3 　3 　1 　 2417 ： 4831 　2 12 、　　 52 35
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第 5 衰　　九 州 に お け る 水 稲 の 作 季 と 品 種
3） 一一

明治21年

県 別

早 　 　植 　 　地 　 　域 ・一股 地 域

最 盛 期

全 　　県

地

潴

区 田 植 期 鮑 　　闘

喬

田宇 岡 （皐 ）5．20＊
　　　　6。19（20） 5．20〜6．24

佐

〃

賀 佐 賀 ， 神 埼 　（早）5．20＊ ． 6．21（21）

IJ、　　　　　　　　城 　　　　（
”

）6・　5
＊

　1
　 − 　　　　一．一一一＿一　　 　一　　 ⊥

5．20〜6．24

畏 崎 6．20（22） 6．14〜6．29

鬟
み
共

〃

〃

本 八 　 　 　 　 代

天 　　 　　 草

球 　 　 　 　 磨

（早 ）5．22　　　　6．21（22）

（
”
）5．24　

・

（中）5．25

5．22〜 6．26

大 分 6．19（22）　　　　 6．13〜6．25

’
宮　　　 1畸 宮崎 ，北 南 那 珂　　（早 ）5．10 6．16（ユ9）　　　　5．10〜 6．20

鹿 　 児 　 島

　 　 〃

〃

〃

〃

多

島

毛

久

島

　

キ

　

シ

阿

コ

熊

屋

大

6．76

．76

．55

．　204

．17

6，19（20） 6．　7〜6．25

（備 考 ）
＊

印 は 2 期 作 と し て の 「早 もの 」

第 6 衷　 ．九 州 に お け る 水 稲 の 作 季 と 品 種ゆ 　一明治44年

県 　 　別

早 　 　植 　 　地 　 　域 一
般地 域

地 　 　　区 　　　田 　 植 　 期 最 盛 期

全 　　県　　 品　種　作 　付　％

範 　　囲　 　早生　 　申生 　　晩生

褊

佐
〃

岡

賀

崎

本

分

崎

島

〃

〃

　

児
〃

長

熊

大

宮

鹿

際

離

欝
辮

礎

山

　
繭

轟
八

嵐
”

坦

”

驚
軋

三

　
平

　
南

東
西

天

南 　 　那 　 珂
＊＊

川 辺 ，出水 沿 海
＊

大 　 　 　 　 島

（早 ）　 6 上 中

（晩 ）　 6下 〜7 中

（早 ）　 5 下

（旦「k）　 7 一ヒ

（早 ）　5 下
〃

〃

（早）　 5 中

中

中
下

5
　ρ
04

ラ早（

6 中下

6 下

6中 下

6 上 〜7 中　　5

5 下 〜 7 上 　 25

5 中 〜 7 上 　 20

6 下 　 　 　 5 中〜7 上

6 中 下 　 　 　 6 初 〜 7 上

6 上 　　　　5下〜6 下

6．　23，　24　　6．10〜7 初

200

尸
D

121

％ 　 　 　 ％ 　 　 　 ％
　 　 20　　 　 70

15

44

4宀

0
（
U5

2463

60

36

4000
ρ
U436

（備 考 ）
＊

印 は 三 化 螟 曳 常 発 地

　 　
＊ ＊

部 分 的 に 早 植 が あ っ た。

　まず ， 明 治前期で は，第 4
， 5衷 に よ る と，普通 期植

の 範囲 に あ る もの の ほ か ，著 し く，ま た は か な り早 い 田

植期 の 地 帯が 目立 っ て い た 。 こ の 中 ， 概 ね 6 月始 め ま で

の 早植地帯 は九州の 西岸 か ら宮崎県 の 東部まで の間の 沿

海平 坦 部 に か な りの ま と ま りをも っ て 各県 に 見 ら れ た。

こ れ らの 早植地 帯 で は その 殆 ん ど が 早稲 が 用い ら れてい

た が ， そ の早稲の な か に田 植期 の や や 晩 れ た 中稲若 しく

は晩稲栽培を混 在 す る場合が か な り多 く， そ の た め 3化

螟 虫 の惨害 を受 け て い た。その 他，
』
と くに 高 温 で 台風害

常習地 の 薩南諸島の 大島で は特殊 早 植 地 帯 が存在して い

た 。こ うした 早植地帯の ほ か ，
6 月第4 半旬 あ た り以降

を一
応当時の 普通期栽培 と考 え た場合，そ れ と上記の 早

植 との 中間 に位置す る準早 植地帯 と称すべ き処 もかなり

多 く存在 して い た 。 それ らの 地帯 は 第 10表 に 示す諸郡

で ，その 収穫 最盛期か ら判断す る と， 早稲 も作 られて い た

が ， む しろ 中稲が 主体 で あ っ た もの と思われる 。当時 の

普 通 期植 の 中心 は 6 月第 5 半旬 （21〜22日 ） ごろ で あ っ

・た 。 こ の よ うに，当時の特色 と して は 沿海平坦 部 に 早稲
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第 7 表 　 品 種 及 び 田 植 期 の 旬 別 面 積 割 合 （％ ）
5） 一

昭和 4年

県 　 　別

月 4 5 6

旬 上 中 下 上 中 下 上

福

佐

長

熊

大

宮

岡

賀

崎

本

分

崎

鹿 児 島 32 　 　 3

申　 　下

9　 　 587

　 　 432

　 　60
15　 　 49

32　 　 51

28　 　 41

11　 　 56

　 　 　 7　 　 　 　 品 種 作 付 　 ％

上 申 下 阜 生 申生 晩 生

29

ρ

　

つ
9

0044

「

4
尸
D

1507356333112224　

1

8

9臼

D

　 　 　 3
　 　 　 2

　 　 13
2　 　 　 8

　 　 12
　 　 　 1

　 　
＊3

7　 　 go
13　 　 85

17　 　 70
15　 　 76

16　 　 72

35　 　 64

21　 　 76

（備考）
＊

鹿児島県 は早中晩 を訂 正 （実 際 は 早 生 が もう少 し 多 い ら し い ）

第 8 表 　田 植 期 の 早 い 地 方
5） 一

昭和 4 年

県 別

著 し く 早 い 地 方 早 　 　 　い 　 　 　地 方

地 方 　　熟期 田 植期閭　 　面 積　　地 方 　 　熱 期 田 植 期 閥 　 　面 積

佐

長

熊

大

宮

〃

〃

賀

崎

本

分

月 日 月 日

南 高 来南 目
＊
　 早　　 5．27〜6．2

天 草 早 5．15〜 6．10

崎 　南 那 珂 　早 中 　6。1〜

早

轍

　

島

　

　
〃

　

大

　

島

〃

児

〃

　

鹿

　

　

ネ

部

部

部

草

珠

野

杵

杵

　

　

南

　

　

i

　

　

　

臼

鼠

　

　

戸

北

南

平

天

玖

大

東

西

町

　

7161

　

　

部

　

　

42

　

　

　

1

　

　

16

　

　

　

く

　

　

　

　

　

　

ご

4．　1〜4．10　　1， 460
4．15〜4．30　　2

，
321

量
早

中

早

早

紳

中

月 日 月 日
6．　5〜6．20

6．10〜6．20

6．　5〜6．15

6．10〜6．20
6．　1〜6．15

6．10〜6．20
6．6〜

6．5〜

　 町

　 82
　 3321

，
725

　 8043

，
40G

　 5001

部
　 〃

（備考） 早 生 種 割含 ；
＊
印 100％ ， 天草 80％ ， 玖珠 40％ （中生 種 53％）　大島 39％ （申生 種 52％ ）

第 9 表　 九 州 に お け る水稲 の 作季 と品種
6 ） 一昭 和 8 年

県 別 地 域 最 盛 期 　範 　囲
品種作付 ％

早 　 申 　 晩

生 生 生、．

福　岡 　　 　 6 下，7 上

佐　　賀　　南音匹　6．25〜7．　3

　 　　 西 部　　6．25，　26

　 　　 ゴ匕部　　6．15〜 6．20

長　崎　　　　6 下 ，
7 上

貢鬘　　本　　平 坦 　　6曾25

　 　　 山 間 　6．18

大 分
一

般 6 下（7 初）

　 　　 高 冷 　 6 中

宮 　画奇　　　　　6 中〜7 ．王二

鹿児島　本 土 　6．25

　 　　 熊 毛 　6．10

　 　　 大 島　 4 中

　　　　｝

騨：；圭｝
6 一ヒ〜 7 中

6．20〜7，

6中〜7 中

illi三li｝
6 上 〜 7 中 　 11
6．20〜6，30
　 　 　 　 　 　 1
6．10〜6．20

％　％　％

2　 3　 95

5　 7　 88

7　 8217

　 82

0　 8　 92

0　 30　70

5
｝・3 ・473

4 上〜4 下 　 7030 　 0

早植栽培が 多 く見 られた こ とで ある 。

　 田 植期の その 後の 動きの 経過 は，要約す る と概 ね 第 2

図の よ うで あ っ た 。 本図の 中で は い くらか 資料 に よ っ て

食違 っ てい る 処 が あ る の で ， 注 の 処を よ く参照 された

　 第 10 表 　 九 州 に お け る 準 早 植 地 域
3〕
　 一明治 21年

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 田　 　 植 　 　 期

　県　　　別
　 　 　 　 　 　 　 　 6．IO　〜　12　　　　　6．13　〜　15

福

佐

長

熊

大

〃

〃

岡 　 　 竹 野 ，生 葉，田 川

賀

崎

本

分

宮　　　崎 　　児 　湯

鹿 児 島 　南大隅 ， 薩 摩

企 救，仲　津

久 留 米 ， 早 　良

棄 彼 杵，北 高 来

宇　土

北海部，南海部

玖 　珠 ， 日　 N

東諸県，西諸県
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県　別　　円 4

田 植

5

期　（月 日）

6 7
年次

日　　10　 　 2030lO 　　 　2030919 　　　29919 ↓

福　岡

佐　賀

長　 1畸

熊　本
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一
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一
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i
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一
明 14−

『eB　昏

一
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，
t
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一一一ト・一≒一一弔一一一
　 　 　 t

｛
　 　 　 　 　 虚

一明 2 ［

一
明 4 千
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一BB　 8

　

丶
ノ

　卍
巾

毎

　
’亠「・
｝

，

南

沿
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匹　
｝　
ε　
こ

5

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 t

へ

葭 、 一 無 ∫921
、

、 、、
　 　 ト 卩

　　…

　　旨

＿よよ羊 幅 → 一開

一明 21
一
明 35一
明 千ヰ

つ 呂　 千

一36　 s

　　　 ．、　　 i
（大翻 這コ　　　　　 ノ
　 　 　 　 ，” 　　　　　1− −H −→ 一一

　 　 1
　 　 　 饂　 　　　 　　 　 1
の冨宀 一一

（南E，k）　 ・．
、叶 i

　　　　　浮 一 べ N
、
1

　　　　　　　　　→ 一 一一
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　 一
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1

一
明 21

甲
明 什

一B召　千

一
昭 　8

（注）　 （1） 彼杵 ・高来 の 螟害地 で は そ れ の 回 避 の た め ，一時早 生 化 の 方 へ 動 い た。
　　　　　 この こ と は 八 代 で も同様 で あ っ た。
　　　 （2） 熊本県 で は 昭 8年 は 昭 4 年 よ り田植期 が や や 晩れ 罔。

　　　 〔3｝ 宮 崎 県 で は 明治 35年 で は 明 治 21年 と あ ま り変 らな い の で ，明 治 44年 分 の

　 　 　 　 　 記 載 が 不 備 で あ る と思 う。

　 　 　 　 第 2 図 　 九 州 各 県 に お け る 田 植 期 の 動 き
a）4）s）e）
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い 。田植期 の 動 き に つ い て は，全般的 に は 遅延 を示す地

方が 多か っ たが ， 九 州中部の 高冷地帯や 大島な どで は逆

にい くらか促進 の 見られ る 処 もあ 5 た 。

　まず，沿海平坦 部 の 早 稲 早 植 地 帯 で は 明治末館 まで

は，田 植期 はい く らか 晩れ る程度 で ， 品種 の 熟期な ど に

つ い て は あまり大 きな変化は見 られ な か っ た。し か し，

熊本県八 代 ・天草 郡 の よ うに，従 釆 の 中稲 r穂増」が 3

化螟虫回 避 の ね らい で さ ら に早熟 の 「早穂増」に代 り，

そ れ に 伴なっ て 田植期もい くらか 促 進 され た 処 もあ っ

た。同 じ く 3 化螟虫発 生 地帯で あ る 長崎県彼杵地方な ど

も明治中後期の 間に それの 回避用 と して
…

時早稲 にお き

代 え られ た こ とが あ っ た．

　 しか る に，こ れ らの 早植地 帯 は概 ね 大正 年間 に 著 し い

変化 を見せ ， その 大部分が 晩稲晩植に 転 換 され て早稲早

植が 消滅 し ， 昭和 4 年 まで に 辛 うじて 後 者 の 残 存 を見 た

の は 僅 か に 長崎県島原半島南部，平戸島南部，熊本県天

草地方，宮崎県南那珂及 び同県東部沿海地の 1部 ぐらい

の もの で あ っ た。し か も，こ れ らの 地方 も昭 和 8年 ご ろ

で は す っ か り晩植 に転換 され た よ うで あ る 。

　 この 期閥 にむ しろ 田植期が い くらか 促進 された地方 と

して は ， 特殊早植地 帯 に 属す る 大島 と 阿蘇 ・玖珠 の 高冷

地帯 とで あ っ た。大 島の こ と は別 の 機会 に詳 し く触 れ た

い と思 うの で こ こで は 軽 く述べ る程度に止 め る が ， 開治

前期 で は在来腫申，早稲 に よ る越 年 栽 培 と，晩稲に よ る春

播種の 早植当年栽培 が 行 なわ れ た
9］

e こ の 中 ， 前者 は 明

治期 に 入 る と漸減 し た 。 後者 は一
種 の 早期栽培 とい うべ

きもの で ，晩稲 とい っ て もせ い ぜ い 中稲程度で ， そ の 後

内地種 な ど （主 に 中稲で 1部が 晩稲）が入 っ て 熟期 が さ

らに やや晩れ，台風や 3 化螟虫害 を受 け易 くなっ た。そ

こ で， 昭和 8，9 年か らわ が 国 と して は最初 の 早期栽培

が 導入 さ れる に 至 っ た。この 栽培で は わ が 国菓北地方 の

極早生稲 を供用 し，育蔽期間 を 短縮 し て 育苗法 を改善

し，台風 頻発時の 前 に収腱を行 な う形をとっ た
9）

。 種子

島で は従来九 州本土 程度の早稲早植で あ っ た の が ， 明治

中期か ら虫害 の ため 漸次巾晩稲晩植 に 向い ，大 正，昭和

前期で は一時さ らに 晩れ た が， その た め台風害を受 け易

くな り， 概 ね 隰和11年 ご ろ か ら前記の 大島を見な らっ て

早期栽培 に 切 換 え られ 始 め た 。

　
一方， 準 早植地 帯は，主 に 中稲 （1 部 は早稲 も関 与）

作付 の後退 と と もに 減少 を示 した よ うで ， 明治末期で は

福岡，佐賀，熊本各県などで は減少が 著 しか っ た 。 昭和

4 年で は前 述 の 以前 の 早植地帯 の うち田 植 の や や 晩れた

処 な どに 1 部見 られた が，そ の 殆 ん どす べ て は 中山間地

以高 の 地帯 で 見 られ る に 至 っ た。

　普通 期 植地 帯 に お い て も田植期 は 明治年間 に い くらか

晩 れ を見せ て い る が，そ の 後 の 大 正〜昭和始 め の 間 に お

ける遅延が最 も顕著 で あっ たように思 わ れ る 。こ れ は中

稲よ り晩稲 へ の 転換に 伴な うもの が 主体で あ っ た よ うに

思われ る 。

　昭和 4〜8年 の 間で は も早や動 きは 殆 ん ど 見 られ な

い 。 し か し，中稲 の 作付比率 が後期 まで高か っ た 南海地

方 ， と くに 宮崎県な どで は なお こ の 間に おい て さ らにい

くらか 晩 れ の 傾向を見せ た よ うで ある
゜
 

第 ユ1 表 　 田 植 期 の 運 延 （促進 ）程 度 の 地 域 差
3）S＞

昭 和 4年 の 明 治 21年 に 対 す る遅 延 日数 （日）
地 　域　別

一15 −10 −5 　 0　 5　10 　15　20 　25 　30 　35　40 　45 　50 　55　　平 　　均
　 I　　　 I　　　 I　　　 I　　　 ［　　　 I　　　 I　　　 E　　　 l　　　 l　　　 l　　　 I　　　　　　　 l　　　 I

田

植

始

期

沿 海 螟 害 地 域

域

　

　

　

馬

島

　

”

”

”

対

　

　

　

　

幽

大

地海

坦

坦

間

嚠

劃

　

　

平

　

彼

沿

平

準

山

西

天

　 　 ユ　 1　 6

2　　 1　 1　 3
　 　 5　 2　 1

1　 1

1　 1

qO3

／

1

2　 2　 2　 2　 1 1 33．1

ユ3．5

　 9．7

　6，3
− 3．520

．O
− 5．0

田

植

終

期

沿 海 螟 害 地 域

沿　海　地 　域

平　坦 　 ”

準平 坦 　 〃

山　 聞 　 ”

西彼・壱 岐・対馬

天　草 ・大 　島

1

4宀

3
曽
b
尸
D2ー

ユ

1
　

　

1

2712

1　 1

112 1　 ユ ユ3．3（5．3）＊

　 7．3

　4．3
　 1．1
− 8．5
− 8．0
　 7．5

（備考）
＊
印 は 八 代，宮 崎 沿 海 を除 い た 平均 値　数字 は 郡 の 数 を示 す。
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1

3． 田植 期 の 動きの 地 域 別 差 異

　こ の 期 間 に お け る 田植期 の 動 き（遅延が 主）の 程度を，

明治21年と昭和 4 年 との 差 で 示 す と，第 11衰 の よ うで あ

る 。 木表で は九州をその 立 地条件な どの 点か ら 5生態地

域 に 分か ち，さら に 作季 の 動きの 上 か ら西彼杵，壱岐 ，

対馬地 区 と，大島地区 （天草 を含 ませ て ）とを区分 し ，

田植始 ， 同終期 に つ い て それ ぞ れ地域 ご との 数字 を整理

した。こ の 場合，平坦 部 〜 準平坦 部 で は一般的に 見て ほ

ぼ 田植始期 は 早稲，同終期 は晩 稲 の 田 植期を示す ケ
ー

ス

が 多い もの と思 わ れ る 。しか し，地区 に よ っ て は 必ず し

もそ うとは 限 らず ， 中稲 が 主体 を占めて い た 明治前期で

は始終期 と もに 中稲 の 関与が 見 られ る 場合 もあ る。

　まず ， 田植 始 期 に つ い て 見 る と ， 全九 州平均で は約］．5

日の 晩 れ を見せ て い るが ， その 運 延程度 は早稲早植栽培

の 多か っ た沿 海部螟害地帯 （主 に 3 化螟虫）が 平均33日

で 飛 び抜けて 最 も大 き く，
つ い で 沿海 ， 平坦，準平坦 の

順 に 漸 次小 さ くな っ て い る 。 山間部で は 逆 に い くらか促

進が 見 られ る点は と くに 注 H され て よ い 。 沿海螟害地帯

で の 田植期 の著 しい 晩 れ は ， 同
一熱 期 の 品種内 に つ い て

の 晩 れで は な く，早稲 か ら晩稲 へ の 転換 に よ っ て起 っ た

適応 田植期 の 変化で あ っ た。もちろ ん そ の他の 沿海平 坦

地域 な どで も程度の 差 こ そ あれ，中稲 の 場 合 を も含 め て

こ うし た変化が 認 め られ た 。

　田植終期 にっ い て は ， 全九州平均 で は 約 5 〜6 日の 晩

れ を見 せ て お り， 地域別 に は上 述 の 田 植始期の 場合と ほ

ぼ 類似 の 傾向 を見せ て い る とい え るが，遅延程度はかな

り小さい 。 な お ， 沿海螟害地 帯で は 全平均値で は最大の

晩れを示 して い るが ， こ の 中に は 明治21年頃で は 殆ん ど

晩稲の 栽培が な く，そ の 後 に 晩稲が 入 っ て 田植期の 著 し

く晩れた 八 代 ， 宮崎沿 海部 な ど の 分 が 含 まれ て い る の

で ，そ の 分 を 除 き， 以前か ら晩稲作 の 含 ま れ て い た地区

の 分 だ けを平均 す る と，5 日程度 の 晩れ とな り，か な り

小 さ くな る。山間地 方 で は 田植終期 は 同始期 以 上に 促進

程度が 大 きくな っ て い る 。

　以．ヒ述 べ て来 た諸事実 か ら見て，九 州平 坦 部 にお け る

田植期は確か に大 きな変化が 認 め られ は した が，その 中

で は必ず品種 の熟期別 の移動が そ れ に 相伴 っ て い る とい

え る の で あ る。別 の い い 方 をす れ ば，単稲は早稲だけ ，

晩稲 は 晩稲だ け とい っ た 工 合 に そ れ ぞ れ熟期別 の燗 々 の

範囲で 見れば s 田植期 は時代 的 に そ れほ ど大 きな変化 は

見 せ な か っ た と い うこ とで あ る 。 こ の こ とを今少し く詳

し く述 べ る と，例 え ば早 稲で は こ れ と 必然的に 結ば れ た

早植慣行が少くと も徳川期以前 か ら
一こ の 慣 行 は 恐 ら く

著 し く古い もの で あ ろ う
一

見 られ て お り，早稲栽培の 存

続 され た明 治44年 ごろ まで で は国植期 は い くらか 晩れ た

処 もあ る が ， 原 則 的 に は そ れ ほ ど大 きな変化は見られな

か っ た 。 そ れ が そ の 後 に な っ て 田植期 の 著 しい 遅延 を 見

た た め ， 早櫺作は減収が 大 きくも早 や成 立 せ ず ，
つ い に

そ の 姿 を没 した の で あ る 。 晩稲 だ け に つ い て い え ば そ の

田植期 は 曹 か ら すで に か な り晩 く，例 え ば，佐賀 ・筑後

平野の 2期作の 晩稲の E日櫃期 は 矚和 4 年頃の 晩稲 の それ

と殆 ん ど差 が 見 られ ない し，上 述 の 平垣 部で の 田植終期

の 動 きを見て もあ ま り大 き な変化 は 見 ら れ ない 。こ の よ

うに，晶種の 弔1晩性 とそ れらに対す る田 植期の 適応性 と

の 闕係は，確 固 た る生 態 的原則 と して 明治期まで の 稲作

に お い て も貫か れて 来て い る よ う に 思 わ れ る 。

　明治 IM］期まで の 稲作 で は，む し ろ沿 海平坦部 は 早稲早

植 が 多 く， それ よ り奥の
一般 平 坦 部 や 中間 部で は 中稲が

主体 で や や晩植 となり，山間部で は さ らに 田植 は晩 れ る

が ，早冷の 関係 か ら品種 の熟期はい くらか早 くな っ て い

た よ うに思 わ れ る 。 この こ とは そ れ ら地 域間の 気水温 と

水利施設の ちが い が 主因で は なか っ た ろ うか 。 た だ し ，

沿 海平坦 部で は地域 に よ っ て すで に あ る 割合の 晩稲 （晩

植 に よ る） が 漸次進出しつ つ あ っ た よ うだ。こ の よ うな

品種の 熟期 と田植期 との 間の 地域生態的な 関係は
， 晩稲

晩植が 中心 とな っ た 昭和前期で は，早稲 早植が 山間部 の

方 に，晩稲晩植 が 沿海平坦 部の 方 に 主体的で あ っ た事実

と比較す る と実 に興味あ る コ ン トラ ス トを示 して い る と

い え よ う。

　従 っ て ，九州で の 田植期 を昭和初期を基準 と して 考 え

る と， そ れ 以前 に 比 べ
， 平坦 地で は遅延 を ， 山間部 で は

促進 を示 し た こ と とな る。明 治期 に お け る 山開部 の こ の

よ うな事実 は端的に そ の 地方で の 稲作技術の お くれを示

して い る もの とい え よう。 こ の よ うな 関係はわ が 国に お

ける暖地 と寒地 との 間で も 同様 に 指摘 さ れ 得 る こ とで あ

る 。
こ の こ とはい ずれ 別報 と して 詳し く述べ る 予定 で あ

る が ，

一
応第 3 図を見 られ ブ亭い 。地 域別作季 は，明治21

年 ごろ で は，東北地方 は暖地 に 比 し 播種 ・田値期 とも に

む し ろい くらか 晩れ を見せ てい た ほ どで あ る。収穫期に

つ い て もその 始期 は お そ い が，終期 に つ い て は早冷の 関

係で さすが に早 い
， 暦日の 上 か ら見 る と11月 に まで 入 っ

て い た。この よ うに，東北地方 は 明治前期で は作季が 著

し く晩か っ た。さ ら に，柬北地方内で は平坦 地 と山閥地

と の 閲で は以 前は 後者の 方 が 田植 が お そ く， そ れだ け冷

害を受 け る 危険性 も大 きか っ たの で ある 。

　 な お ，
こ こ で 1

，
2 の 点 の 指摘を追加 し て お こ う。明

治前期 に 晩稲 （もち ろ ん 晩植が 伴 う）の 受入 の 早 か っ た 処

は 当時 の 集約地 域が 主 で あ っ た こ とが知られ て お り
8）、

田 植終期 につ い て 遅 延 の 僅少で あ っ た地域 の うちで ， 準

平垣 部以下 の 地域で は，一部の や や 早植 の 地方を 除い て

は殆 ん どすべ て が 当時 の 集約地域 に 属 し高反収 を示 して
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（備考 ）南海 は 高 知，宮 崎，鹿 児 島，従 っ て 四 園，九 州 に は こ れ らの 県 を 含 ま な い 。

第 3 図　　東北 地 方 と 西南 地 方 とに お け る水稲作季の 比 較
］o＞

（明治21年）

い た の で あ る 。 佐賀南部 及 び筑後平野の 2期作地帯は，

水利関係 か らその一
半 は 早稲早植を余儀な くされ た が

，

見方 に よ っ て は ， や や変形的なが ら立 派な晩稲晩植地帯

で あ っ た と もい い 得 る で あろ う。

明

沽

4．　九州各県 農 事 試 験場 に お ける水稲耕種梗概中の 田

　　 植 期 の 動 き

明治34，5年以降 に お け る 九 州各県農試 （熊本，大 分 は

＃s

十eL

大 s

正 le

5
刀
囗目

利　 tO

日 　 20 　 305 　2i　 　 　　　
月　 　 6　 7　 　5

　 　 31　　 10 　 20 　 30 　　 2D　 305

　　　　 6　　
一
　 6　 プ　　 6

　 　 因　 　　 　 　 　植 　 　　 　 　 　期

第 ・ 図 囓 難難 欝

「°　 刎 Is 魁＿工」」当
　 　 　 　 6　　　 7

資料 が 不備 の ため 省略） で の 田植期の 動 き を示す と，第

4 図の よ うで あ る 。 こ れ らの 県農試で は 明治年聞で の 動

きは 殆 ん ど認め られない が ， 大正期 に 入 る とやや変化が

見 られ，概ねその 後半期 に おい て 大 きな変化 が起 こ っ て

い る。昭和 に 入 っ て か ら は ， 北 九 州で ｝ます で に 動 きが な

．
い が ， 南 九 州で は そ の 初期 に な お い くら か の 遅 延が 見 ら

れ て い る。こ の よ うな農 試 に お け る耕種梗概上 の 変更 は

当時 の 県下 で の 瓢 作事 情 を よ く反 映 して い る もの と思 わ

れ る 。 か っ て の 2 期作地帯 の ユ部 に 位置 して い た 元佐賀

農 試 で は，そ の 田 植期 は 県 下 の 2期作を解消 した 大正 12

年 と殆 ん ど時期 を 同 じ うし て 引下げ ら れ て い る。こ うし

た 場面 か ら も大正後半〜H琳 口初期 に お け る 九 州で の 田植

期 の 大 きな変動 の 様相が肴取 され る の で あ る 。

　 5． 田 植 期 の 移 動 に 関与 した諸条件

　 本項 で は ，上 述 の よ うな 田植期の 動 き （主 に晩 植 へ の

方向） に 対 し 影響力を 持 っ た 主な 要因 に つ い て 述 べ る

’
が ，そ の 中の 主 動的要因 と ， 晩植 を有 利 に 支援 した，い

わ ば 間 接 的 の 要 鶸 とに 分 けて 考 え て 見 よ う。 後者 は 晩植

の 性能 を挙 げ る の に 役立 っ た 諸条件 の こ とで あ る 。こ れ

らの要因 は相互 に か らみ含っ て い る処 もあり，詳 しく述

べ る こ とは そ れ 自体 が 九 州 の 稲作技術史の 全貌 を論ず る

こ とに もな る の で ，
こ こ で は と くに 重 点的の もの に と ど
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め た 。な お，こ こ で の 論議 は九 州 の 主 要 F副乍地 帯 を 占め

る 平 坦 部分 を主対象 と して い る 。

　こ の 田 植期引下げの 主体的なねらい は，水轍自体の 側

か らは，暖地で 大害を与 え 勝 ちで あ っ た 虫 害 に 対 す る圃

避性の 活用 と， そ れを も含 め て集約栽培で悟三能 を発揮し

易い 晩稲 導 入 を宅 軸 と した 多収性の 安定確 保 に あり，水

田 利 用 の 側 か ら は第 2義 的 なが ら裏 作 の 拡大 な ど に あ っ

た と思 う。

　虫害 で は，当時惨害 を逞 うした 3 化螟虫 を は じ め と し，

2 化螟虫 ， 椿象 ， （ウ ン カ ）及 び ツ マ グ ロ ヨ コ バ イ に よ る

萎縮病 な どい ずれ も早播早植 に よ っ て 誘発 され易 い 虫害

が問題 と された。こ の巾， 常習的 に 最 も被害 の 大 きか っ

た 3 化螟虫害 に っ い て は既報
1m2 〕嫐

で 詳 し く述 べ た が ，

こ こ で さ ら に 2 化螟虫 を も含 め て 2
， 3 の 資料 を追加 し

て お こ う。3化螟虫害 の 圃 避 にっ い て は，そ の 第1 化期

を晩播晩植に よ っ て 回 避 す るか
， ま た は 第3 化期 を稲の

出穂期 との 関 連で 回 避 一そ の 被害は第 5 図
ゆ の よ うに ，

早植の 早齏が稀少で ，中稲 に 最 も多 く，晩稲 も と くに 晩

い もの の ほ か は か なり多い 一一一す る か て あ る。早稲 早植 の

巾 に 巾晩稲 が 混 在す る 場合が 被害は 最 も大 き く，悪 循環

を繰返 して 常習発生地 とな り易い 。 第 12表 は，明治30年
’

代の 西 日木 に お け る各地 の 2，3 化螟虫 の 発蛾期 と田植

7
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　 第 5 図
　　　　　　　（九 州 支 場 ，明 治 30年 ）

第 12 表 　　西 口 本 に お け る各 地 の 田 植 期 と螟 虫 発蛾最盛 期 と の 関係
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（備考） L　農 試 ま た は 試 験 地 の 誘 蛾 灯 に よ る 調査 （1 〜 5 力年）。
　　　 2． 田 植 期 7 品 種 は 試 験 地 付 近 の もの で は な い か と思 わ れ る 。
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獺 齢 懲 慰 期

動

雫
期との関係 15 ）を 示 し た も のであるが ， 3 化 螟

について は皐 晩 稲 の 混在によっ て発 蛾 量 は概して 著

く 増 大する が， 発蛾 最 盛 期は第 1 ，2 ，3 化 期と も に

植期 が 変っ て も あま り 変 化 はない。これに 対 し ， 2

螟虫 ではそ の地 方の 田植 期 と 発 蛾最 盛期 と の間 には

の密接な関係が存 在し，発 娥 最 盛 期は早 稲 早植では

し く 早 い が晩 播 晩 植 に なる ほ ど晩 れてくる。 こ う し

関
係は佐

賀 農試の第 6 図 16 ） で も きわ めて明 瞭 に あら

れ， 大 正 12 年 の閏植期 引下 げ の前 後 で 発蛾 最 盛 期

美 事 に ちがって来 て い る。 従 っ て， 3 化 螟虫 に 対し

は作季の 変 更 に よ る回 避が
割 合容 易で あったの に対

，2 化 螟虫で はたとえ作季 を晩 らせても そ の 発 蛾期

稲 の生育によく順応する た め完 全 なLife 　cycle の切

ができない。結 局 ， こ う した 関 係か ら ，昭 和 戦前 期

は， 少し でも2 化螟 虫害を少な く し よ う と し て 田植

を お くらせ ，そ の田 植 期 を 稲 の 正 常な 生 育 の限界 に

で 押っ め

に至 っ た も の と いっても過 言 で は ない。 　 そこ

再び話 を 田 植 期の こ とに戻す が ，ここで いう田 植期

引下 げ とは ， 実は 従来 の 早 稲 早植（ 大 部 分の中稲 中

の 場 合 をも 含め ） の部 分 を 解 消 し て晩 稲 晩 植に 切換

るこ と であっ た といえ る。その場合 ，とくに 閊 題 と な

驍 ﾌ は従 来そ の地 方 で 早 稲早植栽培 が何故 行 な わ れ て い

たか と い う こと であ る。田楠期をおく らせるため には ，

ま ず こ の よ う な 従 来の早 植 の 必 要 性 の 原 因 を 除 去 しな け

れ ば な ら な かっ たが ， こ れ が長 い 間 なか なか難 かし い問

題であ っ た と 思う。そこ で，こ の 皐稲 皐値を 必 要 と した

原因

つ いて 簡 単 に 摘 録し て 見よう。 もち ろ ん その 原因 τ

は 地 域 によ っ

も 異なるが，概ね 次 のよ うなも の ではな か っ たろう

。 　 1 ） 水利 慣 行 に よる 場 合 　こ れは， 下流 地方

ヒ流 地 方に対 し 不 利 な立場に 立 さ れるよ うな 場 合 が

なく な く，水 利不安度の高かった
時 代ではとくにそ うで

っ た と思 わ
れる。

例 えば ，熊本 県 原水地方 1T ） ， 福

県 三 潴郡 のクリーク 地帯12 ）やその他 水路の末 端

区 な ど の よ う に， 灌漑水を受 け る 時期や水量 な ど に

約 のある場 合 と か，または 同じく 筑
後・佐賀平野

のク リ ー ク

帯 におけ る 人
力
時 代の過車な揚水 労 力の分 散 調 整

〕 12 ） を 考えね ば ならない 場 奮 な ど．そ の 他 多

の例 が見られ て いる 。 　2 ）水田 条 件 の 不 備 と災害

係水 田 が低 湿 であった り， 耕作距 離 が遠 過ぎ て 手 入

が 行 届 か な か

た り，梅 雨期の雨害や台風，季節風害 及び 皐害 など

ら の 回 避が 考えられる。 　 3 ）農 家 の 営 農条件

どか ら 来る諸問題 　 九州 の 干 拓 地に見 ら れる 新田農

， 貧農 に おけ る 施 肥量 の過少 ，端 境 期 の切 抜け対 策

どがあ げ られ よ う 。こ れ ら の 諸 原因 の 中で最 も 覃要

ものは 水 利
関
係を含 め

た 水 田 環境の 整 備程度 と 台風害

回 避にあ っ た と 考え ら れる。従 っ て ， 田植 期 の引 ’

げ は ，こ の よう な 早稲 甲槙を 必 要 と し た 原 因 が 解 消

れ て 始 め て達 成される こ と にな る ので ある。 その 顕 著

1 例 として は ， 佐
賀

平野におけ る2 期 作の解 消 はそ れ

前 に 幾 度 か 企 図 さ れ よう と しな
が ら

実

せず ， 大正12 年 に ク リー ク 揚 水 作 業が 電 化 さ れ て

め て 達成 さ れた 事 実 を あ げ る ことが で きる“）。

@ 次 には ，田 植 期の 引 下げを 有 利に 支援し た 要因 に つい

て 考え
て 見よう。品 種に つ い て は もちろ ん晩 植適 応性の

高 い 晩稲 が 用いら れ たが ， こ の晩稲は 早 稲 や 高 稈の中稲

に 比 べ ，当 時 増 加の 気運 に あった施肥 量
に
対 す る 応 答 力

が高く，ま た倒 伏 にも強 かった。育 苗 に つ い て は ， 明治

前 期 の平床の著しい厚播か ら 螟虫 駆 除 の 一 環とし て の

冊揚 床 ， や や 薄播 （ 坪 当 5 〜6 合又 は それ 以 上）へ

進 んだが ， 明 治 未 〜昭 和 初年の問 で はさ ら に 播 種量

減 り ， 水 管 理 が 進み， さ ら に苗 代 日数も短 縮さ れて

苗 が つく ら れ ， 苗の素 質 から見ても晩 植 向 き と な っ

。本 田 での施 肥の量は 深 耕 と 相待 っ て 増 加 し たが ，

れ が喚稲 の性 能 の向 上 に 大 き く 彼 立 った。ま た ，従

の 大 豆 粕 な どの 有 機
質肥
料 か ら 速 効 性の硫安 に 代 っ た た

晩植の 稲 の初 期 生 育の 促 進にも役立つ
た

。 本田 の栽

密度

は明治 始 め ま での 過 密時 代か ら 一 ・ 渡ほぼ明治

年代ご ろ の 著し く疎で大 株 粗 植の 方 へ 動 い たが， 明 治

年の と 昭和 8 年 6 ， とを 比 べ る 乙そ の 間 で ご く 大 ま

に 見 て坪 当
株数 で 10 ％強の増加，1 株 籠数の や や

少によ
っ
て， 瑾 か な が らい わゆる小 株 密 植 化の方向 へ の 動き が
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育苗 改善 に よ り充分補わ れ ， しか も こ の 期閥 は 当時の

miracle 　 rice で あ っ た特穂数型 の 「神力」の 全 盛時代

で 坪当穂数 の 増加 に か な り役立 っ たの で は なか ろ うか。

以上述べ た よ うな栽培条件の 変化は い ず れ も田描期引下

げ に 対 し大 きく， また は か なり稲 の 性能を高 め る方向 に

貢献 した もの と思われ る。

　そ の 他 ， 刈 取後 の 脱 穀 調 製 に も改良農 具が 入 れ られ て

作業能率を高め た。裏作に つ い て は ， 犁 や砕土機の改良

な どに よ っ て 裏作用の 整 地作業が 能率化され，比較的短

期間 に 作畦 が 出来、ヒる こ とに な っ た。ま た ，小麦 で は 春

播性程度に 関 し， 従来の低い 品種か ら高 い 品 種 に代 り，

それの 播種適期 を晩らせ る こ とが 出来 た。こ うした1酊か

ら も晩 稲 晩植 へ の 転 換 を間 接 的 に よ りス ム ース な ら しめ

た の で ある。逆 に い え ば，九 州の 水 田作 は 晩稲晩植を主

軸 として他 の すべ て の やり方 をそ れに 適合させ てい っ た

と もい え る の で あ る 。

　
一

方，山間高冷地方 に お け る 田 椎期の 促進 に つ い て も

一
雷 して お こ う。 九 州 の 【．L闘 高冷地方 の 稲作技術は 明治

期 で は 未だ 昔 な が らの 低位段階に お か れ て い た。と りわ

け ， 低気水温 対策 と して の 技術 が 幼稚で ， 育苗 な ど も全

く苛烈な 自然条件 の 支配下 に 置か れ た 。 播種 ， 田槙期 は

水温 な どの 関係か ら 著し く 晩れ ざ る を得なか っ た 。 ま

た，こ れ らの 地 帯 に好 適 す る 改 良 晶 積 の 導入 も殆 ん ど な

され て い なか っ た。そ の後，育蒲 に っ い て ，積極的 に 人 工

を加 え た 保 護苗代の 導入 は戦後に 属す る が
19 ），そ れ 以 前

で も一般 的 な改善 が見 られ，こ の こ とが 閏植期 を皐め 得

る璽 大な要因 とな っ た 。 こ の地方は 藩 政時代 で は種籾 は

本田反当 2〜3 斗 に も及 ん だ とい う
19）

。 早生 の 優良品種

の 導入 普及 は 主 に 大正 期以 降で あ っ た 。

　南海地方 で は明治期で は，沿海平坦部の 方 が概 して 晶

種，田植期 と もに 早 く，山閤高台地方 で は 両者 と も却 っ

て 晩 れ て い た 。 そ の よ うな関係 もあ っ て ，後者 の 地 域で

は 昭和初期 に お け る 田植終期 は そ れ以前 に 比べ て殆 ん ど

晩れ て お らず，鹿児島県伊佐郡で は 却 っ て い く らか 促進

を見せ て い る。壱 岐 ， 対馬も以 前 は 中晩稲が 多く田植期

も と くに 晩 れ て い たが 20）
t 田 植終期 に つ い て は 昭和初期

の 方 が い くらか 促進 を見 せ て い る 。

　最 後 に 一言 付言 して お くが，い つ の 時代で も早稲 と早

植 との 結び付 きは き わ め て 堅 か っ た もの と 思 わ れ るの

で ，往古 の 水稲栽培で は，熟期 の 早 い 稲が 主体で あ っ た

と考 え得 る処か ら，作季に つ い て もそ の 品種 に 適応 した

早植 が 採 られ て い たで あろ うこ とをか な りの 確実 さ を も

っ て 推定 で き る の で は な か ろ うか 。
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